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東日本大震災から５年──被災ジュニアジャズとの共演が実現！

「復興ＬＩＶＥ」 デキシーセインツ＆ヤングバンドが熱演

第２６回定禅寺ストリートジャズフェスティバル in 仙台とタイアップ

東日本大震災から５年──今年の第２６回定禅寺ストリートジャズフェスティバルｉｎ仙台(９月１０～１１日)

では、ＷＪＦが提案、協賛して同フェスティバルとタイアップ、音楽の力から生まれた「復興ＬＩＶＥ」が実現し

た。ステージでは地元デキシーバンドの「ジャンピングクロウ」を皮切りに、ＷＪＦとは切っても切れない絆の

宇都宮「うつのみやジュニアジャズオーケストラ」と石巻ジュニアジャズオーケストラ「スウィング・リバティ・パ

イレーツ」が熱演、外山喜雄とデキシーセインツ、多賀城「ブライトキッズ」ＯＢ、仙台スウィング・クラブのジ

ャズダンスなど次々と登場して、実り多いイベントが熱狂の渦に包み込まれた｡         （小泉良夫）               
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「うつのみやジュニアジャズオーケストラ」(写真上)と、セインツと共演する石巻「スウィング・リバティ・パイレーツ」



大震災から５年、鎮魂のＡサウンドで開幕

宇都宮のジュニアジャズも大人気

まずは、１１日午前１１時から午後４時まで東京エレクトロホ

ール宮城（仙台市青葉区国分町）大ホールで、昨年に続き

「ジュニアジャズミーティングｉｎみやぎ」が開催された。気仙沼

ジュニアジャズオーケストラ「スウィング・ドルフィンズ」の鎮魂

のＡサウンドを皮切りに、多賀城の「ブライト・キッズ」、うつの

みやジュニアオーケストラ」、石巻ジュニアジャズオーケストラ

「スウィング・リバティ・パイレーツ」が元気にジャズを奏でた。

【演奏曲目】▽気仙沼＝ムーンリバー、ベージン・ストリー

ト・ブルース、べサメ・ムーチョなど▽多賀城＝セサミストリート、

アイ・ガット・リズム、テキーラなど▽宇都宮＝聖者の行進、ブ

ラジル、ピンク・パンサー、セント・トーマス、スペイン、サテン

ドール、キャラバンなど▽石巻＝バードランド、サマータイム、

スイート・メモリーズ、シング・シグ・シングなど。

あの子もこの子も､みんな大きくなって…

外山夫妻感嘆！大成長の宇都宮ジュニア

この会場では、かつて石巻でニューオリンズ・ティピティー

ナス財団からのバリトンサックスを贈られたリコちゃんとも再会、

こちらの成長ぶりにも､外山夫妻は驚きの目を見張った。東

北大震災（２０１１年）当時、まだ小学校４年

生だった彼女、背丈ほどの楽器を手にして、

恵子さんから「大丈夫？ 持てる？」と心配

そうに声をかけられたほど(写真下の①)。い

まは中学２年生(同②)で背丈も外山さんを

追い越しそう(同③)。バンドのＭＣまでハキ

ハキとこなして拍手を浴びていた。

そう、スウィング・ドルフィンズの最年少ト

ランぺッターだった天音（あまね）さんは、

バンド在籍すでに８年、いまは高校２年生

(同④)で、もう今年がバンド最後の年とか。

ほんと“光陰矢の如し”ですね。

外山夫妻をさらに驚かせたのが、吉原

郷之典さん（うつのみやジャズの街会長、スウィンギングハー

ド・オーケストラ＝ｌｄｒ，ｔｂ）の指揮する、うつのみやジュニアジ

ャズオーケストラ。天才的中学生ドラマーも登場、楽しいステ

ージで聴衆を感心させた。ご機嫌に体を揺るがせ指揮する

吉原さんに「彼の指導が素晴らしいのでしょうね」と外山さん。

セインツと熱演！ブライト・キッズＯＢの千葉君

佐々木さんがＷＪＦの支援紹介ブーツも設営

特に今回の注目の的は１１日､東日本大震災から５年目の

「復興（支援）ＬＩＶＥ」。ＷＪＦが協賛し、みやぎ音楽支援

ネットワークの佐々木孝夫さんらのご尽力で実現した。午後６

時から８時半まで元鍛冶丁公園(仙台市青葉区国分町)ステ

ージに地元デキシーバンド「ジャンピングクロウ」(写真下)を皮

切りに「うつのみやジュニアジャズオーケストラ」、石巻ジュニ

アジャズオーケストラ「スイング・リバティ・パイレーツ」の２バン

ドが登場、ステージを入れ替わる際には、仲良しという両バン

ドが一緒に

なって 「ビ

ギン・ザ・ビ

ギン」を熱

演した。な

んと両バン

ド偶然、似

たようなベ

ストのユニ

フォーム、

宇 都 宮 が

青、多賀城

が 赤 だ っ

た。
④①②

③

気仙沼「スウィング・ドルフィンズ」(写真上)と多賀城「ブライト・キッズ」＝ジュニアジャズ

ミーティングｉｎ宮城で

「復興ＬＩＶＥ」で宇都宮(左)と石巻のＭＣ(中央)が

エールの交換。吉原さん(右)が温かく見守る



① ②

③

ＷＪＦでは、「復興ＬＩＶＥ」に３０万円を支援。千葉君らの東北学院に

アルトサックス、佐々木さんのみやぎ音楽支援ネットワークにトランペ

ットなど楽器３点を寄贈した。

ＷＪＦの東北支援活動を展示したブースに勢揃いの佐々木さん(右端)と支援

スタッフのみなさん＝「復興 LIVE」会場で

締めくくりは外山喜雄＆デキシーセインツ。さらに多賀城

「ブライト・キッズ」ＯＢのトランペッター､千葉隆壱さん(東北学

院高３)と櫻井龍太さん(同高２＝as)を加えて（写真下）のセイ

ンツとのセッション「この素晴らしき世界」「イパネマの娘」など

の熱演が繰り広げられた。

セインツは、子供達も一緒に合唱するゴスペル曲「エー

メン」に始まり、「セカンドライン」で５０人超のジュニアバンド

を従えて場内をパレードし会場を燃え上がらせた。「ハロ

ー・ドーリー！」、「リパブリック賛歌」、「セント・ジェームス病

院」など演奏(写真下中央)、アンコールでは「ビビディ・バ

ビディ・ブー」を報道カメラマンまで巻き込んで熱唱した。

このステー

ジの司会は尾

形奈美さん (写

真下①)。２０１２

年１０月、ニュー

オリンズからヤ

ングバンドが東

北を訪れ、現地

で日米交流を果たし

た際の通訳。仙台で

スウィング・ダンス教

室を主宰している方

だけあって外山夫妻

の活動を詳細に紹介

する一方、自らもダイ

ナミックなジャズダンスをペアで披露(同②)、サーク

ルの皆さんも加わってステージを大いに盛り上げて

くれた(同③)。

会場入り口には、佐々木さん作成のＷＪＦ支援活

動５年を記録したブースも設けられ､ジャズで結ば

れたニューオリンズと東北の子供たちとの「ネバー・エンディ

ング・ストーリー」が掲示されるなど、ＷＪＦとの連携もしっかり

紹介された。

東北放送が外山夫妻のインタビューを生中継

セインツの演奏も実況、「見ましたよ!」の声も

この前日の１０日午後４時過ぎには、定禅寺のメインストリ

ートで東北放送（TBC）がストリートジャズの各会場を生中継

する中、外山夫妻とＷＪＦの長年にわたる支援活動や日米ジ

ャズ交流を紹介し、外山夫妻のインタビューも放映。セインツ

のライブまで３曲も実況（写真上）。翌日会場の各所で「テレビ、

見ましたよ！」の声がかかる。

コンサート

はもとより子

供たちとの再

会など、なん

とも実りある

仙台の「復興

ＬＩＶＥ」だっ

た。



現地ミュージシャンと「サッチモ・サマーフェスト２０１６」に今年も出演

「夫婦でジャズ５０年」、原点のニューオリンズへ２人旅
行く先々で相も変わらぬ熱烈歓迎！新たなドラマも次々と飛び出す

外山喜雄・恵子夫妻は、８月３日午後、成田空港から「サッチモ・サマーフェスト２０１６」（８月５日～７日）が待つニューオ

リンズへ旅立った。今年はデキシーセインツのメンバーや「サッチモの旅」の同伴者もなく、のんびりした！?夫妻だけのツ

アーとなったが、ニューオリンズでの熱烈歓迎ぶりは変わることなく、新たなドラマも生み出した。「夫婦でジャズ５０年」に

ふさわしい１週間のニューオリンズ滞在記を日付順に聞き書きさせていただいた。                （小泉良夫）                           

【８月３日（水）】 いよいよ“第２の故郷”ニューオリンズへ

ベタ遅れのデルタ航空、夜１１時に現地着

「５０周年おめでとう」と、マユミさんが待つ
出発前、恵子さん突然の発熱。なんと３９

度もあったそうだ。渡米直前の日々に横浜

や軽井沢のイベントがあった疲れが出てか

“疲労風邪”との診断。抗生物質などを処

方して貰いなんとか出発。「それがヒコーキ

に乗ったら、けろっと治ってしまったんです。

日本を出たら気が軽くなったのかしら？」

（恵子さん）。

ところが一難去ってまた一難。この搭乗

したデルタ航空機がベタ遅れに遅れてシア

トルでの乗り継ぎに間に合わず、次の便で

やっとルイ・アームストロング（ニューオリンズ）国際空港へ。

午後６時頃の到着予定が、夜の１１時頃になってしまった。そ

れでも空港には、「５０周年おめでとう」のタブレットを持ったド

ラマーのまゆみさんが出迎えてくれた

(写真左)。

夫妻の宿泊ホテルは、かつてのサ

ッチモの旅で何度も利用したことがあ

る「オムニ・ロイヤル・オーリンズ」。今

年のサマーフェスト会場が、フレン

チ・クオーター中心部の「ジャクソン・

スクエア（広場）」となったため、２ブロ

ック離れた近場の同ホテルがオフィ

シャルホテルになっていた。

【４日（木）】 サマーフェスト・オープニング・ナイト・レセプション

おめでた寸前のベサニーさん夫妻と再会

復興！ジュニアオーケストラの写真を託す
午後１時過ぎから、約２時間、フレンチマンストリートの

ジャズクラブ「スナッグ・ハーバー」で今回、外山夫妻と共

演する「ニューオリンズ・ジャズ・スターズ」とのリハーサル。

メンバーはトーマス・フ

ィッシャー(cl)、フレディ

ー・ロンゾ(tb)、リチャー

ド・モートン(b)、ジェラ

ルド・フレンチ(ds)。い

ずれも浅草のニューオ

リンズ・ジャズ・フェステ

ィバルに出演するため

何 度 も 来 日 し て い る

面々。外山夫妻やデ

キシーセインツとも、飛

び入りを含め、あちこ

ちで共演して喝采を浴びている。みんな旧知のミュージシ

ャンでもあるから、息もぴったりあって本番準備は完璧。

この日はルイ・アームストロングの誕生日でもあ

り、午後６時３０分からオムニ・ロイヤルでサマーフ

ェストＶＩＰの皆さん、ジャズ関係者、ファンらを集

めてのサマーフェスト・オープニング・ナイト・レセ

プションが華やかに、賑やかに開催された。バン

ドの生演奏（昨年はデキシーセインツでしたね）の

中、お馴染みのあの顔、この顔に交じって地元Ｗ

ＷＬテレビ局の人気キャスター、エリック＆ベサニ

ー・ポールセン夫妻の姿も。なんとベサニーさんのお腹は

ポンポンで、はち切れんばかり。おめでたが２ヵ月後に迫

っているとかで、待ちに待ったお子様の誕生を控え、（二

回りも年が違う！）お２人は、本当に嬉しそうに外山夫妻と

歓談していた(写真下)。

ポールセン夫妻は、東日本大震災のあとウォーカー高

校の高校生バンドとティピティーナス財団のヤングバンドと

もども、外山夫妻と東北の被災地を

訪れている。ベサニーさんはバンドの

引率者、エリックさんはそれに密着取

材して、被災地での日米ジュニアバ

ンド交流をテレビの特集番組として

制作、しっかり報道してくれている。

外山夫妻はこのご夫妻に、当時、

背丈ほどもあるバリトンサックスをティ

ピティーナス財団から贈られた石巻

ジュニアジャズオーケストラ（スゥイン

グ・リバティ・パイレーツ）の女のコ（リ

コちゃん）が「もうこんなに大きくなっ

ているんですよ」という記念写真を財団へのお礼に託した。

会長のカーナトスキーさんには、日程の都合でお会いす

ることが出来なかったという。会長ご自身のあの可愛

らしいお嬢さんもずいぶんと大きくなっているんでし

ょうねえ。

おや会場に、サッチモの旅には毎年のように参加

している古川博さん（写真左、京都市、会員）のスーツ

姿も。サッチモの旅、今年は実施されなかったのだ

が、古川さんは「私は１人だって行きますよ」と言って

いた大のサッチモファン。―次号ご投稿記事掲載―



【５日（金）】 サッチモ・サマーフェスト初日、シンポジュームも開催

ＬＡＨＭディレクターのリッキーさんが大手柄！

サッチモの貴重なＴＶ映像をすべて入手した
今年も炎天下のサマーフェスト。初日１１時からのオー

プニング・セレモニーに次いで正午からコンサートがスタ

ート。セントルイス大聖堂前のあの大広場、第７代ジャクソ

ン大統領が騎乗した勇ましい銅像が中央にデーンと据え

られている。その外周左右のテントに外山夫妻らが出演す

るステージ「Red Beans & Ricely Yours Stage」ともう一つ

「Cornet Chop Suey Stage」、さらにフードやビール、サッチ

モ・サマーフェスト公式グッズ、サッチモ・ブックス売り場な

どお馴染みのテントが並ぶ(写真下)。聴衆の上は青天井。

暑さを避けて木陰に避難する人たちもいっぱい。入場料

は５ドルだった。

サッチモ研究やエピソードなどのリサーチャー、研究家、

評論家らが、それらの成果を発表するシンポジュームも、

会場の向かい側、教会の並びにあるプチ・シアター（Ｌａ

Ｐｅｔｉｔ Ｔｈｅａｔｒｅ）で３日連続、延々と続けられた。外山夫

妻が驚いた

の は 、 Ｎ Ｙ

の ル イ ・ ア

ームストロン

グ・ハウス・

ミ ュ ー ジ ア

ム(ＬＡＨＭ)

のディレクタ

ー で 、 サ ッ

チモの後半

生の活動を

克明に描い

た 秀 作

「 What a 

Wonderful 

World」の著

者でもあるリ

ッキー・リカ

ル ディ ー さ

ん（写真右上の左、サッチモの旅でＬＡＨＭを訪れた方はど

なたもよーくご存じのはず）が３日連続で“出演”、サッチモ

のテレビ出演についての克明な解説を続けた。

特に外山夫妻を驚かせ、そして喜ばせたのは、サッチ

モが１９５０年代と６０年代にアメリカのテレビ局ＣＢＳのバラ

エティー番組「エド・サリバン・ショー」に出演した番組のコ

ピーを長い年月をかけてリッキーがすべて手に入れたこと。

元ダウンビート誌の編集長でジャズ評論家、ダン・モーガ

ンスターンさん(写真右上の右)が、以前このショーでサッチ

モがフォスターの「ビューティフル・ドリーマー」(夢見る人

＝夢路より)を見たことがあるのを思い出し、リッキーに教え

たことがきっかけ。

彼の調査が始まり、ＣＢＳテレビ局まで出かけて行って

探し回った。「あった！」──何とも貴重なこのシーンを見

付けたのだ。その“副産物”として、サッチモ出演シーンも

次々と発掘していった。

「あのー、これちょっとコピーしてもよろしいでしょうか？」

「ああ、いいですよ」

「あのー、全部はだめでしょうねえ」

「別にかまいませんけど…」

「やったー！！」と

いうわけ。

このシーンがシン

ポジューム会場に映

し出された。中には、

まったく信じられない

ようなオペラスター、

ロバート・メリルとの

デュエットやら漫才

のような掛け合いシ

ーンまでも飛び出す。

モーガンスターンさんは「ルイ最後の年」を詳報

１８０人の“サッチモ称賛の声”を誕生プレゼント
モーガンスターンさんも、シンポジュームで「ルイの最

後の年」と題する講演をした。彼はアメリカ中の雑誌に掲

載されたサッチモのすべての記事と細かいコピーを１９７

０年のサッチモの最後の誕生日(１９７１年没)にサッチモ

に贈った。そこにはマイルス・デーヴィスの「ルイがいなか

ったら、いまの私は存在しない」といったような１８０人もの

著名なミュージシャンらのサッチモを巡る驚嘆の言葉が

羅列されていた。サッチモはこの“贈り物”に返事を書い

ている。「いやあ、あれにはまったく、のけぞるほどおった

まげたよなあ」と。

そして、サッチモが他界した時の生まれ故郷ニューオ

リンズ市をあげて悲嘆にくれた模様と、何とも寂しかった

居住地ニューヨークでの葬儀のあまりの違いにも触れてい

った。

外山夫妻は、息をのんで脇目もふらずシンポジューム

の会場を回った。「サマーフェストは、毎年素晴らしい音楽

とセミナーを聴かせてくれますねえ。今年はサッチモの旅

が実施できず、みなさんには申し訳なかったんですが、そ

の分、２人であれこれしっかり胸に刻み込ませていただけ

ました」と夫妻。まあファンからの金婚旅行のプレゼントで

しょう。

【６日（土）】Ｙｏｓｈｉｏ ＆ Ｋｅｉｋｏ Ｔｏｙａｍａ ａｎｄ Ｎｅｗ Ｏｒｌｅａｎｓ Ｊａｚｚ Ｓｔａｒｓが熱演

ピート・ファウンテンの急逝に捧げて「小さな花」

宇都宮からの高額寄贈もステージで紹介される
いよいよサマーフェスト２日目、午後３時４５分から「Ｙｏｓ

ｈｉｏ ＆ Ｋｅｉｋｏ Ｔｏｙａｍａ ａｎｄ Ｎｅｗ Ｏｒｌｅａｎｓ Ｊａｚｚ

Ｓｔａｒｓ」のステージ。演奏曲目はあのボーカル・スキャット

誕生シーンを再現した「ヒービー・ジービーズ」「ポテト・ヘ

ッド・ブルース」「ウエストエンド・ブルース」「マホガニーホ

ール・ストンプ」「ダイナ」など、１時間半の熱演が続いたが、

中でも聴衆に感銘を与えたのはフィッシャー（ｃｌ）をフィー

チャーした「プティット・フルール(小さな花)」だったかも知

れない。というのもこの日朝、それこそニューオリンズを代

表するジャズの伝説的クラリネット奏者、ピート・ファウンテ

ンの訃報が伝えられてきたからだ。この曲は彼へのトリビュ

ートだった。



ジャズ博物館名誉館長、マー

キスさん（右）に目録を手渡す

サマーフェスト会場で演奏する外山夫妻＝
Demian roberts さんのｆａｃｅｂｏｏｋから

会場の若い女性グ

ループから思わぬ声

援が飛んできた。彼

女らの話によると、一

行５～６人はケンタッ

キー州からやってき

たという。一行の１人

が以前、サマーフェス

トでセインツの演奏を

きいて熱烈ファンにな

ってしまい、友人を誘

って再びニューオリン

ズにやってきた。後日、

一行の１人、サマンサ・

グラハムさんという方か

ら外山夫妻のもとにｉｐ

ｈｏｎｅで撮ったバンド

演奏のビデオが送ら

れてきている。

演奏に先立ってニ

ューオリンズのジャズ

博物館（ルイジアナ州立博物館分館）名誉館長、ドン・マ

ルキさんがステージに

のぼり、夫妻からジャ

ズ博物館とランドリー・

ウォーカー高校へ各２

０００ドルの寄贈があっ

たことを聴衆にアナウ

ンスし、盛大な拍手を

受ける。

この寄付金は吉原

郷之典さん（うつのみ

やジャズの街会長、ス

ウィンギンハ－ドオー

ケストラ・リーダー,ｔｂ）

と彼の指導している「う

つのみやジュニアジャズオーケストラ」が、２００５年に

ニューオリンズを襲ったハリケーン大災害の直後から、

コンサートの度に支援の義援金を募り、長年ＷＪＦに

送金してきて外山夫妻が積み立てていたもの。マル

キさんは大感激し、もうだいぶお年を召されていて、

両手のステッキを頼りにおぼつかない足取りながらス

テージにのぼってこられ、ジャズ博物館への心温まる

寄贈を聴衆に紹介してくれた。

【７日(日)】セント・オーガスチン教会でジャズ・ミサ＆プリザベーション・ホールへ

ヒゲ面のジョン・マイケルがミサで外山さんと共演

“Ｓａｔｃｈｍｏ Ｓａｌｕｔe”セカンドライン・パレードも
今年も午前１０時から、シドニー・ベーシエも通っていた

トレメ地区のセント・オーガスチン教会でジャズ・ミサが営ま

れた。例年のように地元聖歌隊とトレ

メ・ブラスバンドが音楽を担当。外山さ

んもこのブラスバンドに加わって高ら

かにトランペットを聖堂に響かせる。と、

その外山さんの隣にトレメ・ブラスバン

ドの帽子をかぶって、口ひげとあごか

らもみあげまで黒々と連ねたひげ面

の若者もトランペットを吹き鳴らしてい

る。ん? あれ?! なんとジョン・マイケ

ル・ブラッドフォードだったんです(写

真右)。東日本大震災後の被災地巡り

にティピティーナス財団から派遣され

てきた当時の高校生のような風貌とは

またすっかりイメージが変わってしまった。

サマーフェスト最終日のグランドフィナーレとなる、この

日夜のサッチモへのトランペット・トリビュートには姿を見せ

なかったが、思わぬ所で外山夫妻と昨年のフェスト以来の

再会を喜び合う。午前１１時半、ジャズ・ミサのあと２人はト

レメ・ブラスバンドとともに、もみくちゃになって教会から姿

を見せ“Ｓａｔｃｈｍｏ Ｓａｌｕｔe”セカンドライン・パレードに飛

び込んでいった。

「あなた方はワンダフル・ワールドの方？」

サックスを寄贈されたという若者が名乗り
フェストが一段落した夜、外山夫妻はゆったりした気

分でプリザベーション・ホールを訪れた。ちょうどウエンデ

ル・ブルーニアス（ｔｐ）のバンドが出ていて、外山さんはス

テージに呼ばれ「Ｉ Ｃａｎ’ｔ Ｂｅｌｉｅｖｅ ｔｈａｔ Ｙｏｕ’ｒｅ ｉｎ

Ｌｏｖｅ with Ｍｅ」と「南部の夕暮れ」の２曲を演奏。ステー

ジが終わったとき、横でテナーとソプラノサックスを吹いて

いた若者が外山夫妻の所にやってきて「あなた方はワンダ

フル・ワールド？」と訪ねてきた。「そうだよ」と外山さんが

応えると、この若者はパッと顔を輝かせて、にっこり微笑み

ながら「２００１年に私は

あなた方からテナーサッ

ク ス を頂 いて い るん で

す」と。「うーん、２００１

年!?」 外山さんはちょっ

との間、記憶をたどって

いた。

＜確かあの年、２００１

年はＮＯＣＣＡ（ニューオ

リ ンズ総 合芸 術セ ンタ

ー）に関係して学校でミ

ュージック・プログラムを

実施していたミュージシ

ャン、ジョナサン・ブルーム（ｄｓ）を訪ねて楽器を贈った年。

そこには当時１３歳のトロンボーン・ショーティーもいて楽

器を受け取っている。そこに彼はいなかったはず。その後、

おそらくＮＯＣＣＡ通じて楽器を受け取っているのかも知

れない＞

彼の 名前は 、

カルビン・ジョンソ

ン。いまやプリザ

ベーション・ホー

ルのレギュラー・

プレーヤーとして

活躍している (写

真左)。とても伝統

的 な素 晴ら し い

演奏を聴かせて



いた。なんと、ここプリザベーション・ホールの往年のスタ

ー・サックスマン、ラルフ・ジョンソンの甥御さんでもあっ

た。

「私は日本から贈られてきたヤマハのテナーサックスを

頂いているんです。そのケースに貼られていたステッカー

の“Ｗｏｎｄｅｒｆｕｌ Ｗｏｒｌｄ”という文字をいまでもしっかり覚

えています。ただ残念なことにハリケーンの被害にあって

壊れてしまったんです」と。でも外山夫妻に会えて本当に

嬉しそうだった。

前述したトロンボーン・ショーティーは、オバマ大統領夫

妻の前でＢ．Ｂ．キングらと一緒に演奏したり、いまは自ら

も子供たちの音楽教育に携わったり…と、外山夫妻の撒

いた種があちこちですくすくと成長して、花を咲かせ、果

実を実らせている。何か涙が出てきそうな“夫婦でジャズ５

０年”となった。

【８日(月)】ローリンズ先生の待つランディー・ウォーカー高校へ

新学期初日の高校でバンド部員が大歓迎

ここでも宇都宮からの２０００ドルを手渡す
ニューオリンズ出発前日のお昼過ぎ、最後の訪問地、

ウィルバート・ローリンズ先生の待つランドリーー・ウォーカ

ー高校へ。夫妻はリバーウォーク近くのキャナル・ストリー

トにあるフェリー乗り場からミシシッピ河対岸のアルジェへ

出て、とても暑い日だったが、そこからは徒歩で高校に向

かう予定にしていた。ウィルバ

ート先生に伝えると「とんでも

ない！ すぐに迎えの車を出

します」と。フェリーが着くと、

待っていたのはタクシーだっ

た。このドライバー、ケネス・フ

ィールドさんはまさに天真爛

漫の超ハッピーな人。数分の

うちに、彼がローリンズ先生の

親しい友人で、Ｇ．Ｗ．カーバ

ー高校の出身、トランペットを

吹き、娘さんはランドリー・ウォ

ーカー高校でローリンズ先生のバンドにいて彼はＰＴＡ、

以前、ティピティーナス財団会長宅のパーティーでは、夫

妻やサッチモの旅の一行とも同席している…など。

いつも外山夫妻を取材してくれている地元タイムズ・ペ

キューン紙のシーラ・ストラウプさんも、今年金婚式を迎え、

同紙に名コラムを掲載しているが、ご主人（元デルタ航空

パイロット）の体調が悪く、それにかかりっきりでお会いでき

なかったが、外山さんはシーラさんへの祝福と励ましのメ

ールの中で「もし悲しいことがあったら、この男に会うとい

い、きっとハッピーな気分になりますよ」とまで伝えている

ほど。

ランドリー・ウォーカー高校では、今回は特別な歓迎セ

レモニーは予定されていなかったが、ち

ょうど新学期最初の登校日とあって、ロ

ーリンズ先生始め、ブラスバンド部員、そ

れに新しく赴任した校長先生のタイロン・

キャスビーさんらがバンドルームに揃っ

て出迎えてくれた(写真左)。ここでも宇都

宮から贈られた２０００ドルを寄贈。

ローリンズ先生のグラミー賞候補の話

もみんなにきかせてあげたあと、マイクを

取って「この素晴らしき世界」歌うと、生徒

たちはさっそくセカンドラインで歓迎して

くれた。

帰りのタクシーは、また例のハッピー・ドライバー、「なに、

明日帰るの？ じゃあ、私が空港まで送っていってあげま

すよ」。

【９日（火）】感動の１週間を終え帰国の途に、無事、成田空港に帰る
無事帰国の途へ。ところが、デルタ航空が乗り継ぎのロ

サンゼルス３時間遅れ。それでも１時間ほど遅れて成田着。

ほっと一息は付いたものの、まだまだ次々とイベントやコン

サートが待っていたのです。

「夫婦でジャズ５０年」実り多い 1 年を振り返って

今年は“私達夫婦で活動させていただき５０年”と

いう節目の年を、多くの皆様にお祝いして頂きました。

心より感謝しております。その後、さらに

嬉しい出来事が続き、ここに皆様にご報告

させていただきます。

ひとつは、今年８月ニューオリンズを訪

れ２０１６年サッチモ・サマーフェストに

夫婦で出演したこと。さらにプリザベーシ

ョン・ホールで演奏した際、共演した現在

活躍中の若手ジャズマンが２００１年、日

本ルイ・アームストロング協会が贈った楽

器を手にし、音楽の世界に入ったことを、

本人から感謝をこめて告げられたことで

す！

また、２０１１年、東日本大震災の津波

で楽器をなくした子供たちにニューオリンズからの

楽器を届け、今年で５年目にあたります。世界一とも

いえるジャズの大イベントとなった定禅寺ストリー

ト・ジャズフェスティバルで、子供たちのバンド復活

から５年目の特別イベントを開催したいと

思っていました。仙台であのジャズマン人形

を販売ニューオリンズへの寄付を送り続け

て下さった佐々木孝夫さん（写真＝みやぎ音

楽支援ネットワーク、ジャズカフェ・ジャズ

ミーブルース nola店主）にご相談し、ＷＪＦ

協賛のもと、佐々木さんのご努力で復興支援

ライブ開催の夢が実現、震災後、楽器を贈っ

た子供さんたちの５年後の成長した姿にふ

れることが出来たことは本当に嬉しい出来

事でした。セインツのステージでは２０１１

年、多賀城の小学生バンドを出て中学校に上

がったばかりだった少年トランぺッター、千

葉隆壱君と同級生の友人の櫻井龍太君との共演も実

現しました！！！     (外山喜雄・恵子)



横浜ちぐさでの「夫婦でジャズ」４回シリーズを華やかに締めくくる

「聖者の行進」にのって歌う～サッチモの一生の物語～
セインツ、サファリデュオ、ＢＵＬＬ松原…次々と登場、夫妻を支援

「ちぐさでジャズ探検隊」の４回シリーズで開催された外山喜雄・恵子夫妻の「夫婦でジャズ５０年」､前号(会報９０号)の

１～２回に続いて後半３～４回の模様をお伝えします｡第４回は最終回にふさわしく､夫妻だけのトークショーにとどまらず、

次々と支援ミュージシャンも登場し、華やかな最終回を締めくくった。

第３回は７月２５日（月）、ジャズ喫茶ちぐさで再

開。テーマは「サッチモが始めたジャズの事始 ス

キャット」。先に銀座十字屋ホールで開催された

『春のシュビドゥバ』のいわば外山夫妻によるトー

ク編。１９２６年２月２６日、シカゴのＯＫｅｙレコード

吹き込みスタジオでサッチモ率いるホット・ファイ

ブが「ヒービー・ジービーズ」を録音中に歌詞の書

かれた譜面を落とし､とっさに発した♪シュビドゥ

バ…。これが大ヒットして瞬く間に世界中に広まっていった

“ジャズ界の２．２６事件”､今年はその９０

周年でその後のエピソードなども語り継が

れていく。

午後２時開演。その前からちぐさご自慢

の超高級オーディオ・サウンドに耳を傾け

るお客さんも少なくない。この日かけられ

ていたＬＰレコードは「Ｌｏｕｉｓ Ａｒｍｓｔｒｏｎｇ

& Ｄｕｋｅ Ｅｌｌｉｎｇｔｏｎ」。ルイの声が艶やか

に聞こえてきて、これを聴いただけでも､な

にやら得してしまった感じ｡そのジャケット

の前で､もう外山夫妻とは“以心伝心”とい

うボランティア・スタッフ、山口誠之さんの

司会で開演(写真上)、さっそくこのＬＰから

「ザ・ビューティフル・アメリカン」でスタート。

ついで「Ella-Louis/PORGY & BESS」から

「サマータイム」など､さらにサッチモが晩

年テレビ出演して､司会者らに囲まれて座

りながら静かに熱唱した「ホワット・ア･ワン

ダフル･ワールド」､「 I Can't Give You 

Anything But Love（捧げるは愛のみ）」な

どサッチモにいたる歌い方の変遷などが

続く。

そして出ました！「ヒービー・ジービーズ」。外山さが譜面を

もって実演し、恵子さんがバンジョーを奏でる(写真上の中

央)。いつもならセインツのメンバーの一人がさっと拾い上げ

るのだが､この日はお客さんの前にひらひら…なかなか拾っ

てもらえない。外山さんのスキャットはかなり

長引いたのでは？ シカゴでの爆発的なヒ

ットが、やがてグローバルなブームを巻き起

こす、あの人も、この人も♪シュビドゥバ…

ボズウェル･シスターズ、ビング・クロスビー、

ミッキー・マウス、エラ、サッチモとディジー・

ガレスピー、そんな映像が映し出されたが、

とてもすべては紹介しきれませんね。サッ

チモが一番好きだったという１９３１年の「スターダスト」も登場

した。踊る骸骨との共演も。

映画「上流社会（High Society）」

では、外山さんが恵子さんのピアノ

の伴奏で「ハイ・ソサエティー･カリ

プソ（High Society Calypso）」を歌

って魅せてくれた。１９４０年、服部

良一作曲で“ブギの女王”笠置シ

ヅ子が歌った「ラッパと娘」など、日

本のジャズへの影響にまでトークが

及んで、第１部を終了。

第２部は､外山さんの楽器収集か

ら始まった。最初は、師のキング・

オリバーと並んでサッチモが手にし

ているコルネットと同型のもの。「昔

はバイオリンとの共演が多く、Ａ管

とＢ♭管可変なんです。これを買っ

て家内に大分叱られました」と笑わ

せたあと、吹いて聴かせてくれた。

あとで恵子さんに伺うと、「あの話が

出るたびにムッとするんです」｡値

段なんて教えてくれませんでしたよ

と苦笑い。お次の１本も、Ａ管にもなりバイオリンとも合うという

ブッシャー社のトランペットで「ポテト・ヘッド・ブルース」を披

露。何やら細長いトランペット（ＣＧコーン社製）も登場し「スタ

ーダスト」。まだあるんです。サッチモが晩年､亡くなるまで使

っていたのと同型の仏セルマーのペットで「南部の夕暮れ」。

「これ、これ…これと同じタイプなんです」と外

山さんのトランペット収集談義も飛び出す



サッチモのボーカルはハ

ワイアンに移り「小さな竹

の橋」。サッチモはこの歌

で始めて歌い後にサッチ

モのトレードマークとなっ

た節がとても気に入ってい

て､２回も繰り返し歌ったあ

と､トランペットに

入る。アンディ・イ

オナとの共演、後

年はカントリーに

入ってギターとも

共演している。サ

ッチモはジャズに

限らず、誰とでも､

どんな音楽にも溶け込んでいって､楽しさを広げていってくれ

る。そんなサッチモの世界を､サッチモに心酔している外山夫

妻が次々と再現してくれた。まさに夫妻ならではの企画。

最終回は定員倍増のＨＡＮＡＨＡＮＡで

いよいよ最終回、第４回は８月３１日（水）、場所を「ちぐさ」

のお隣のイベントホール「ＨＡＮＡＨＡＮＡ（ハナハナ）」に移

しての公演。募集人員も２５人から８０人に

ふくれあがって､サッチモファン、外山喜

雄・恵子ファンが会場を埋めた｡今度は夫

妻だけでなく､デキーシーセインツの面々も

応援に駆けつけた。いつものようにボランテ

ィア・スタッフ、山口誠之さんの司会でスタ

ート。まずはこの４回シリーズ皆勤賞の９人

に「ちぐさでジャズ探検隊初級隊員証」の

贈呈が紹介された。

今回も外山夫妻への花束贈呈(写真右)があり、次

いでＷＪＦ会員の皆さんにはおなじみの映像「Ｓａｔｃｈ

ｍｏ ｔｈｅ Ｇｒｅａｔ（サッチモは世界を廻る）」（１９５６）

やベトナム戦争の最前線に向かう兵士たちの前で

歌うサッチモの映像が次々と大型スクリーンに映し

出された。これらの映像は何度見ても、その都度、

新たな発見、新たな感動が不思議なくらい生み出さ

れてくる。

もう１本、なんとも感動的な映像。サッチモが亡くなる５ヵ月

前の英テレビ出演「デイビッド・フロスト・ショー」（１９７１年２月

１０日）で、トランペットを手にしたサッチモが「聖者の行進」の

メロディーをバックに自らが最後に歌いかける「ボーイ・フロ

ム・ニューオリンズ～サッチモの一

生の物語～」。

恵子さんがこの映像を見て「何と

してでも私が日本語にしたい」と、

あの難解なダミ声を聞き取って、

美しい詩に翻訳した。結構長いの

で、かなり割愛させていただくが、

こんな風に始まる。

生年月日は彼が生前、信じていた日付。

私が生まれたのは、その昔、１９００年７月４日

それは裏町のジーンズ横丁

ニューオリンズ生まれの一人の少年のお話し

（…に始まり、こう締めくくる）

そう、最後に皆さん、、、、、、

私がはるばる来た道は、

本当にすばらしく、楽しいことばかりだった。

神さま、心から感謝します。

そして、皆さん本当にありがとう。

皆さんは、この“サッチモ爺さん”にとても親切でした。

この年をとった、ニューオリンズ生まれの

‘グッド・ルッキングな少年’にね！

恵子さんはこの詩を全文朗読。この日は、ピアノ＆バンジョ

ーに“詩の朗読”という演技まで加わった。

休憩をはさんで第２部は、セインツの演奏。

このシリーズ初めて広津誠、粉川忠憲、藤崎

羊一、サバオ渡辺の全メンバーの出演。「南

部の夕暮れ」、「バーベキュー料理で踊ろう

よ」、「明るい表通り」、バンジョーが加わって

「ヒービー・ジービーズ」、「テネシー・ワルツ」、

そして「リパブリック賛歌」(写真①)。ここでなん

とあのサファリ・パーク・デュオが飛び入りのサ

プライズ。お姉さんの野村琴音さん（高３,tp）、弟の郷詩君

（中１,p）の天才デュオ(写真②)。郷詩君

はずいぶんと背が伸びてお姉さんを追

い越した。元気にカズーまで鳴らしてピ

アノを弾く。はきはきと曲目を紹介、「ラス

トダンスは私に」と「インディアナ」(これに

はセインツも加わって再演)。

おや、サプライズがもう一つ、ボーカリ

ストのＢＵＬＬ松原さんの登場(写真③)。ど迫力の「聖者の行

進」と「この素晴らしき世界」を外山さんともども聴かせてくれ

た。「ハロー・ドーリー！」とフィナーレは「聖者の行進」で会場

をパレード。終演時間は午後 4 時とあったが、４０分も超過し

て、華々しく４回シリーズの幕を閉じた。

①

②

③



『ジャズを求めて６０年代ニューヨークに留学した医師の話』

おめでとうございます！「中村宏さんの出版をお祝いする会」
新橋のカフェ･コットンクラブに１２０人を超えるみなさんが参集

私たち日本ルイ・アームストロング協会の

顧問というか､名誉会長的な存在の中村宏さ

ん（ジャズ評論家、防衛医大名誉教授）の著

作『ジャズを求めて６０年代ニューヨークに留

学した医師の話』（ＤＵ ＢＯＯＫＳ）の出版祝

賀会「中村宏さんの出版をお祝いする会」が

７月２４日(日) 、東京･港区新橋のカフェ･コッ

トンクラブに､医学界、ジャズ界、ジャズファン、

WJF 会員ら１２０人を超えるみなさんが参集、

心を込め和やかに開催された。

開場は午後１時半だったが、もう１時過ぎから長蛇の列で

開場を早めざるを得なかったほど。すぐに各種飲み放題のド

リンクサービスが始まる。午後２時、ジャズ・プロデューサー、

小針俊郎さん（「24JazzJapan」などのレー

ベル取締役）と冨樫佳子さん（慶応軽音

楽鑑賞会＝ＫＫＫ１期生）の軽妙な司会

で開演。発起人を代表して佐藤修さん（ポ

ニーキャニオン社長、日本レコード協会会

長など歴任）＝写真右＝のご挨拶、村井勝

さん（慶応大学教授、同病院院長など歴

任）のご祝辞、瀬川昌久さん（ジャズ評論

家）の乾杯ご発声＝同右下＝…もう、みな

さま大変な肩書きの方ばかりで、役職など

すべてはとても書ききれません…中村さん

ならではの人脈…で中村さんの謝辞と続

く。

佐藤さんのご挨拶にもありましたが、“中

村先生の祝賀会”とあっては､もう何人集まるか分からず、主

催者側は涙をのんでご参加を１３０人

ほどに絞らせていただいたとか。医学

関係者が約半数、ジャズ関係者とサ

ッチモの旅などで先生とご一緒した

お仲間が半数。会場に座りきれず、

立ち見、立食となった方々には、お

詫びせざるを得ません。

賑やかな歓談の中、著書に使われた各種

写真の説明を中村さん自らがスクリーンに

映し出された画像を見ながら、司会者と進

めていく。そんな中で何よりも驚かされたの

は、幼少のこの１枚。着ているセーターの胸

にすでに「ＫＥＩＯ」の文字(写真右上の上

段)。聞くところによると、既にお母様が「ＫＥ

ＩＯ」と決めていたそうなんですね。ニューヨークの海水浴場、

コニーアイランドでの美代子夫人の素敵なスナップも見逃せ

ません(写真左の下段)。中村さんのＮＹでの生活も次々映し出

される。最後の“ニュー

ヨークのため息”ボーカ

リスト、ヘレン・メリルさ

んとのＮＹでのディナー

の集合写真（ヘレンさ

ん 曰 く “ Japanese

Gang”たち）も中村ご夫

妻のお人柄を偲ばせる

(次ページ下段)。

(写真上の中央は、WJF

からのフラワー・スタンド)

ここで外山喜雄とデ

キシーセインツのお祝い演奏。外山喜雄・恵子夫妻と広津誠

(cl)、粉川忠範（tb）、藤崎羊一(b)､サバオ渡辺（ｄｓ）による

「セ・シ・ボン」に始まり、小川理子さん(p,vo＝パナソニック役

員！) を加えての「ポテト・ヘッド・ブルース」(中村先生最愛

の曲)､さらに鈴木孝二

さんを加えて理子さん

のボーカル「サマータイ

ム」の熱唱(写真左)。こ

の間、恵子さんはバン

ジョーに移る｡最後は

「聖者の行進」でブラス

と恵子さんが場内を回る。

医学界の錚々たるメンバー、

ジャズ評論家のみなさん、

ＫＫＫ仲間、サッチモの旅

仲間…みなさんが惜しみな

い拍手を送る。中村さんの

本の中に登場している方々

も多数おられた。



外山さん始め、孝二さん、粉川さ

ん…セインツのメンバーの中には、

“医学的”にも、中村さんのお世話

になっている。そして孝二さん、中

村さんが２度目のアメリカ留学時の

１９６７年７月２日、ニューポート・ジ

ャズ・フェスティバルに日本のビッグ

バンドとして始めて出演した原信夫

とシャープス＆フラッツの一員として

参加し、中村さんは著書の中で「ア

ルトの鈴木孝二のソロも軽快で…」

と書かれている。その孝二さん、「あとで知っ

たのですが､まさかあそこに中村先生がいらっ

しゃったとは…」。

バンド演奏が終わったところで“飛び入りス

ピーチ”、まずは石井一さん(自治大臣など歴

任)。１９５３年１１月。ノーマン・グランツ(米プロ

デューサー)率いるＪＡＴＰメンバー３０人超が

来日した際、羽田から銀座までのオー

プンカー・パレードで先頭車を運転して

いらっしゃる。この来日が日本における

ジャズの大ブームのきっかけとなってい

る。「私は政治とジャズの二足のわらじ

を履いてきました」。田中角栄元総理の

ロッキード事件に側近中の側近として

奔走した際の秘話をまとめた近著『冤

罪－田中角栄とロッキード事件の真相』

(産経新聞出版)もしっかりＰＲ、中村さ

んにプレゼントされた。ついで玉置憲一さん（東海大学医学

部教授、医学部長など歴任）。「本を読んでいて涙が出そう

になりました」と。そう、「とても興味深く一気に読んでしまいま

した」という方々も少なく

ありません｡受付横での

同書の販売も順調で中

村さんのサイン会ともな

っていた。

午後４時前、佐藤修さ

ん、故いソノてルヲ夫人

の磯野博子さんによる

中締め。そして花束贈

呈は､中村さんの学生

時代、医学部講師もさ

れていたジャズ評論家、牧田清

志さん(ペンネーム＝牧芳雄、後

に東海大学医学部教授)のご令

嬢、渡邊玲子さんと佐藤修夫人

で中村ご夫妻とサッチモの旅でい

つもご一緒されている佐藤美智

子さん。中村夫妻の笑顔がこぼれ

る(写真上)。

ニューヨークのヘレン・メリル

さんから中村さんへの素敵な

お祝いのメッセージが読み上

げられた(下段、日本語訳は最終

面へ)。

いよいよ終演。「先生ご夫妻

は、ほんとうに嬉しそうで、会の

最初のお客様のお出迎え、終

了後のお見送り…と結婚式の

様に、誠意に満ちた対応をされていました」と外山さん。

本当におめでとうございます。私たちＷＪＦも､心からお祝い

申し上げます。                  (小泉良夫）                 

My friend, Dr. Nakamura,
-it is rare when you have a deep friendship with such a wonderful human being,,always there to help and add a smile to my 
face..
Sensei, has been available to me on so very many many occasions..from helping me with minor health problems to those more 
potentially serious..Always ready to answer my questions.
best of all, he and his wife Miyoko- san have attended almost all of my performances ..which always made me feel proud..
We also created a group of friends that we good naturally call 'our gang' We start at my house then go to a restaurant , This 
all happens before their yearly trip to New Orleans where they, with Toyama san and group, distribute trumpets to young 
musicians there, who are in need...'Our gang' means a great deal to me.
Although I cannot read Japanese, I will have my friend Katherine ..who is now in New York, translate the portion of the 
book that relates to me. I am seeing her tomorrow..Most of you know this young woman who is a student ay Columbia U...and 
has her own Jazz radio show..
Once again, my best wishes for a great success with your new book..I am honored to be part of it..
With great fondness,
Your friend and admirer,
Helen Merrill

磯野博子さん、佐藤美智子さん、石井一さ

ん（写真左から）



愛知・岡崎にジャズあり！
内田修ジャズコレクション－三浦健仁

はじめまして。私は愛知県岡崎

市役所の職員です。私がサッチ

モことルイ・アームストロングの音

楽に出会ったのは１９８０年代。映

画「グッド・モーニング、ベトナ

ム！」のテーマとしてリバイバルヒ

ットしていた「この素晴らしき世界」。

どんな過酷な

状況であろう

と、音楽は人

をあたたかく

包み込むことができるんだ！と強く心

を動かされました。

このたび、日本ルイ・アームストロン

グ協会の皆様に私の職場、しかもぜ

ひ訪れていただきたい「日本ジャズ

の情報拠点」を紹介いたしま

す。

徳川家康公の生誕地、岡崎

市は、愛知県の中央部、名古

屋から鉄道に乗り、３０分くらい

の地点に位置しています。今

年市制施行１００周年を迎えま

した。

そんな岡崎で、数年前から使

われ始めたキャッチフレーズが

「ジャズの街岡崎」。横浜や神

戸ではなく。岡崎がジャズの

街？？？…と思われるかもしれ

ませんが、実はジャズの貴重な

資料を常設展示しているスペースがあるのです。それが

「内田修ジャズコレクション展示室」(写真上中央)。２００８年

１１月、市営の複合施設「図書館交流プラザ」内にオープ

ンしました。「ドクター・ジャズ」こと外科医の内田修さん(写

真左上)から岡崎市に寄贈された、２万枚近くに及ぶレコー

ドやＣＤはじめ、オーディオ、楽器、雑誌、書籍、プライベ

ートテープといった一大資料群の一端が展示紹介されて

います。水曜日を除く毎日（午前９時から午後９時まで、入

場無料）営業し、金・土・日曜

日にはリクエストを受け付け、

ヴィンテージ・オーディオでレ

コードを聴くこともできます。

では、この膨大なコレクショ

ンを一代で築き上げた「ドクタ

ー・ジャズ」のプロフィールを

紹介しましょう。

内田修さんは１９２９年生ま

れ、岡崎出身。戦後間もない

頃、最初に買ったジャズレコ

ードが、日本コロムビア制作

の１２枚組ＳＰ「ジャズの歴史

ＨＩＳＴＯＲＹ ＯＦ ＪＡＺＺ」。デキシーからスイング、ビッグ

バンド、モダンまでを網羅したこのレコードを擦り切れるほ

ど聴いたことで、ジャンルにとらわれず、いいモノはいいと

分け隔てなく聴けるようになったそうです。外科医として多

忙な毎日を送りながらも、１９６３年にジョージ・ルイスの楽

団が来日した際は、外国人ということで満足な医療を受け

られない彼らのために、主治医役をボランティアで務めま

した。また、まだ海外旅行が珍しかった時代にアメリカを訪

問してせっせとジャズクラブに通い、チャーリー・ミンガス

やジョン・コルトレーンなどの演奏を間近で体験しました。

秋吉敏子、渡辺貞夫、日野皓正など、今や日本を代表す

るミュージシャンたちを若い頃から物心両面で支援したり、

１９６０年代から９０年代にかけて、主に名古屋を舞台にさ

まざまなライブを企画し活動の

場を提供したりするなど、まさ

にジャズとともに歩む人生なの

です。

外山さんご夫妻との関係で

は、著書「ニューオリンズ行進

曲」の出版の裏には内田さん

の激励があったとか。２０１３年、

ご夫妻にはジャズ講座

を岡崎で行っていただ

き、まだ日本語字幕制

作途中だった「サッチモ

は世界を廻る」を一部

上映して内田さんと再

会。旧交を温められまし

た。

内田修コレクションは、

内田さんのジャズを通

じた交流の賜物です。

特にプライベートテー

プは、１９６０年代以降

の日本のジャズの歩み

を記録した貴重な音源で、４年前からその一部をＣＤ化し

て販売し、より多くの人々に聴いていただいています。遠

方にお住まいの方には、Ｅメールでの注文も承っています。

詳しくはこちら（http://dr-jazz.jp/cd/）をご覧ください。

またジャズコレクション展示室では、１０月２２日（金）から１

１月２０日（日）まで、写真家で新宿ＤＵＧのオーナー、中

平穂積さんの作品展「ジャズの街角Ⅳ中平穂積写真展」

(写真下)を開催しています。中平さんと内田さんとは、１９６

６年のニューポート・ジャズ・フェスティバルを一緒に訪れ

た仲です。展示の詳細は、こちらをご覧ください。

（http://dr-jazz.jp/jazzmachikado/）皆様のお越しをお待

ち申し上げていま

す。

秋の岡崎は、岡

崎ジャズストリートを

はじめ、さまざまなイ

ベントが目白押しで

す。ぜひ一度、足を

延ばして愛知・岡崎

へ！



特別版「ＪＡＺＺ ＮＩＧＨＴ ｆｏｒ ＫＩＤＳ」

銀座三越で子供たちとクールな夏休み

“ジャズに出会える、週末のぎんみつ”をキャ

ッチに毎週金曜午後、銀座三越の９階、銀座テ

ラスで開催されている「ＪＡＺＺ ＮＩＧＨＴ」、８月

１９日の「ｆｏｒ ＫＩＤＳ」２ｎｄステージは、外山喜

雄とデキシーセインツを迎えてのコンサートとな

った。

子供とジャズ！?と、

いぶかることもない。東

京ディズニーランドでの

セインツ２３年、子供た

ちを楽しませてきた実績

を考えれば、納得！と

頷けるに違いない。午

後３時開園時には、予想通り子供たちが前列びっしりと埋

めてしまった。付き添いの親御さん、セインツの追っかけフ

ァンにとっては、この上ないサービス、ナゲット＆ポテト＆

生ビールのお得なジャズ・ナイト限定セット(１セット税込み

１０００円)が待っていた。

出演は、外山喜

雄・恵子、広津誠、

藤崎羊一、サバオ

渡辺のセインツ・レ

ギュラーメンバーに

松本耕司(tb)。ディ

ズニー曲「ビビデバ

ビデブ－」やら子供に指揮棒を持たせて指揮を取っ

て貰ったり(メチャ早く振ってたなあ)、バンジョーをフィ

ーチャーした「テネシーワルツ」、「この素晴らしき世

界」、サンバの曲も出て、バラエティーの富んだ演奏。

アンコールがあって、ここは「アナと雪の女王」でたっ

ぷり４５分を締めくくった。

三越もなかなかＣｏｏｌ!ですね。

ジャズは下町の夏の風物詩
浅草ニューオリンズフェスティバル

もうすっかり浅草の夏の風物詩となっている『浅草ニュ

ーオリンズフェスティバル』（協同組合・浅草おかみさん会

主催）が、今年も８月２４、２５の両日、東京・台東区の浅草

公会堂で開催された。今年は

数えてもう３０回にもなったとい

い、会場は相変わらず熱心な

ファンで埋め尽くされ、トーマ

ス・フィッシャーとニューオリン

ズジャズオールスターズ、そし

て外山喜雄とデキシーセインツの熱演

に酔いしれた。

両日とも、午後２時と同６時半開演、

昼と夕刻の２回公演。まずは。デキシ

ーセインツでスタート。メンバーは外山

喜雄（ｔｐ，ｖｏ）・恵子（ｐ，ｂｊ）、広津誠

（ｃｌ）、粉川忠範（ｔｂ）、藤崎羊一（ｂ）、サバオ渡辺（ｄｓ）の

レギュラー陣。２５日夕は、「バーボンストリート・パレード」

で幕開け、「セ・シボン」、広津さんをフィーチャーした「鈴

懸の道」、恵子さんのバンジョーで「世界は日の出を待っ

ている」、「この素晴らしき世界」を好演、１５分の休憩を挟

んで、いよいよジャズオールスターズの登場。

メンバーは、今年もう１９年目になるというリーダーのトー

マス・フィッシャー（ｃｌ）、ニール・ウンタシェア(bj)、リチャー

ド・モーテン(b)、トーマス・フック(p)、チャールス・ファディラ

(tp)、デイビッド・ハリス(tb)、ジェラルド・フレンチ(ds)、ヨラン

ダ・ウインジー(vo)。毎年のように来日し、チラシにもメンバー

として紹介されていたフレデリック・ロン

ゾ(tb)は、プリザベーションホールの仕

事の関係で来日できなかったという。

「ダイナ」、「ルート６６」、

「アイ・レフト・マイ・ハート・イン・サンフ

ランシスコ」、「Ａ列車で行こう」…女性

歌手のヨランダが素晴らしいボーカル

を聴かせてくれた。「峠の我が家」、「ダウン・バ

イ・ザ・リバー・サイド」、「アマポーラ」、「マイ・ブ

ルー・ヘブン（私の青空）」…ピアニストが日本語

でしっとりと歌う。そして「プティット・フルール（小

さな花）」、アンコールで飛び出した「スキヤキ・ソ

ング（上を向いて歩こう）」は会場も巻き込んでの大合唱となる。

フィナーレはもちろん「聖者の行進」。セインツのメンバーも加

わって会場をパレード、セカンドラインが続き、今年も素晴ら

しい幕切れとなった。(上記の写真はいずれも奥村清文撮影)
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ご寄付と嬉しいお手紙

ありがとうございます

◆飯窪敏彦様（会員、杉並区）          トランペット

◆村中嘉代子様（名古屋市）            フルート

◆内藤壽昭様（会員、世田谷区）           ３万円

◆寺田繁様（オーディオパーク）            ８万円

ご出版おめでとうございます！ジャズ歌手 ヘレン・メリルさん

マイ・フレンド ドクター中村

いつもそばに寄り添ってくださっていて、考えただけで笑顔

になる方。

そのような素晴らしい人間味溢れる方にお会いし、深い友

情で結ばれることは、めったにあることではありません。

センセイには、ちょっとした健康の問題から、少し深刻になり

かねないケースまで何かとご相談し、いつも的確なご指示を

いただき本当にお世話になっています。

それにもまして、先生と美代子奥様は、わたくしの（日本で

の）公演をほとんど全部聴きにいらっしゃって下さって、本当

に私はプラウドに感じています。

また、私達には心を込めて“私達のギャング”と呼んでいる

友達グループも生まれました。

まずニューヨークの私の家に集まってからレストランへ行きま

す、、、、毎年皆さんは、外山さんのバンドとのツアーでニュー

オリンズを訪れ、恵まれない若いミュージシャンに楽器を寄付

されています。その前後にニューヨークにいらっしゃるので

す。

“ギャング”は、本当に私にとって素晴らしい、無くてはなら

ない大切な“仲間”となっています。

残念ながら私は日本語が読めませんが、ニューヨークに住

む友達のキャサリーン（カット）に明日会うので、ご本の中の私

に関する部分を訳してもらいます

彼女は、コロンビア大学の若い女学生で、自分のラジオシ

ョーも持っている人です。

最後に、本当にご出版を心から喜んでおります! おめでと

うございます。

このニューブックがグレート・サクセスとなることを祈ってい

ます。

また、祝辞をお贈りさせていただき、大変光栄に思いま

す！

先生を尊敬する、先生の友人

ヘレン・メリルより              (外山訳)

The Satchmo of Japan, and his Queen of 50 years

７面でもご紹介したニューオリンズの陽気なタクシー・ドライ

バー、ケネス・フィールドの娘さん、デスティニー（写真下の右）

は絵が得意だそうで、こんな絵を描いて、送ってくれました。

タイトルは「The Satchmo of Japan, and his Queen of 50 years」

何とも微笑ましい記念すべき「夫婦でジャズ５０年」でしたの

で、ここに掲載させていただきました。彼女、気の毒に、難病

で苦しんでいるようです。        （外山喜雄・恵子）

      募集中    

♪ジャズを愛する皆様

どうか会員になって下さい！！

また皆様のお知り合いの方々に

ぜひ、ＷＪＦへのご入会をお勧め下さい

＝ＷＪＦ年会費＝

一般会員(General Membership)     \6,000

学生会員(Student Membership)  \3,000

賛助会員(Friends of Louis Armstrong) \12,000

■会費のお振込み先■

郵便振替 00110-4-415986

ワンダフルワールド・Ｊ・Ｆ

銀行振込 三菱東京 UFJ 銀行浦安駅前支店

普通：5175119“ワンダフルワールド”

お問い合わせは：ＷＪＦ事務局

TEL： 047-351-4464

Fax ： 047-355-1004

Email:saints@js9.so-net.ne.jp

日本ルイ・アームストロング協会ＨＰ

検索エンジン:Yahoo,Google で

＜検索＞ルイ・アームストロング

http://members3.jcom.home.ne.jp/wjf


